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研究分担者 氏名 大須賀穣 所属施設名 東京大学大学院医学系研究科 職名 教授 

研究要旨 

一般に、若年乳がん患者はがん治療後に妊孕性が低下する危険性が高いことから、

治療開始前に将来の妊娠希望や人生設計に関する心の整理を行う必要性があり、がん

患者への心理介入が有効であることは明らかになっている。代表者が先行研究で開発

した若年乳がん女性患者とその配偶者を対象とした妊孕性温存に関する心理教育とカ

ップル充実セラピーの臨床試験の結果心理士による介入効果が示唆された。本研究で

は、我々は若年乳がん患者多施設合同ランダム化比較試験に参加し、研究計画立案補

助、データ収集、成果発表の一部を分担する。 

 

Ａ．研究目的 

 若年成人未婚女性は、将来の結婚、妊娠・

出産について不確定要素が大きいため、抑

うつ・不安が強く適切な対処行動が難しく

意思決定困難になりやすい。そこで、若年

成人未婚女性に特化した心理教育プログラ

ムを開発しそれによる介入を行い、精神的

健康、精神的回復力に対して改善効果があ

るか否かを検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

遠隔転移のない初発の乳がんの若年成人

未婚女性を対象とした臨床試験の計画に参

画した。また、班会議での試験の進捗、デ

ータ収集と解析など意見交換、関連学会へ

の参加による情報収集、成果発表を分担し

た。 

 

Ｃ．研究結果 

当院において、乳腺外科、乳がん専門看

護師、生殖専門看護師とのミーティングを

重ね、合同診療チームを発足させた。チー

ムにおいて研究班開発の心理教育プログラ

ム、臨床試験の計画につき議論するととも

に、関連学会や成果発表会にて情報収集を

し、その改善の必要性、実施した場合の有

用性が明らかとなった。 

 

Ｄ．考察 

臨床心理士による、がん告知時の妊孕性

温存に関する意思決定支援は AYA がんサバ

イバーシップの向上と少子化対策の一助と

なりうる。 

 

Ｅ．結論 

乳がんサバイバーシップの向上において、

夫婦に対し、診断早期からの心理士による

妊孕性温存に関するカウンセリングが有用

と考えられる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

（分担研究報告書には記入せずに、総括 

研究報告書にまとめて記入） 
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